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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末及び販売する商品の代金を
受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、ネットワークによって接続された販売デー
タ管理サーバであって、
販売推奨者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を
推奨された顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨
履歴を格納する推奨履歴格納手段と、
顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する顧客コード及び購買した商品
を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格納手段と、
前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け
付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検
索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前
記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コード
を含む推奨履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納手段に書き込む推奨履歴書込手
段と、
前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを含む商品の購買情報を、前記購
買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴書込手段と、
前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品
コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コー
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ドを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータス
を保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新手段と、
所定の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格納手段に格納された
ステータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを含む推奨履歴と、前
記購買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品コード、若しくは顧
客コードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売推奨者の、前記顧客
コードから識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別される商品の推奨、若
しくは前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識別される商品の推奨
による購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による販売実績に関する情
報を出力する推奨実績出力手段と、
を備えることを特徴とする販売データ管理サーバ。
【請求項２】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末及び販売する商品の代金を
受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、ネットワークによって接続された販売デー
タ管理サーバであって、
販売推奨者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を
推奨された顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨
履歴を格納する推奨履歴格納手段と、
顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する顧客コード及び購買した商品
を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格納手段と、
前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け
付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検
索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前
記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コード
を含む推奨履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納手段に書き込むとともに、前記
商品コードにより識別される商品の購買に利用できるクーポンを前記店内端末で出力する
ためのクーポンデータを生成して、前記店内端末に送信する推奨履歴書込手段と、
前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを含む商品の購買情報を、前記購
買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴書込手段と、
前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品
コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コー
ドを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータス
を保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新手段と、
を備えることを特徴とする販売データ管理サーバ。
【請求項３】
　所定の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格納手段に格納され
たステータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを含む推奨履歴と、
前記購買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品コード、若しくは
顧客コードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売推奨者の、前記顧
客コードから識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別される商品の推奨、
若しくは前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識別される商品の推
奨による購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による販売実績に関する
情報を出力する推奨実績出力手段を備えること
を特徴とする請求項２記載の販売データ管理サーバ。
【請求項４】
　前記レジ端末から、前記クーポンデータにより発行されたクーポンから読み取った商品
コードと、顧客が購買する商品から読み取った商品コードを受信し、これらの商品コード
が一致する場合には、クーポンの利用が可能であることを示す情報を前記レジ端末に送信
するクーポン利用情報送信手段を備えること
を特徴とする請求項２又は３記載の販売データ管理サーバ。
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【請求項５】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末、販売する商品の代金を受
け付けるレジ担当者が操作するレジ端末、前記店内端末及び前記レジ端末とネットワーク
によって接続された販売データ管理サーバからなる販売データ管理システムであって、
前記店内端末は、
販売推奨者が顧客に推奨した商品に関する推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含
む商品の推奨情報を、前記販売データ管理システムに送信する手段を備え、
前記レジ端末は、
レジ担当者が顧客から代金の支払いを受けた商品に関する顧客コード及び商品コードを含
む商品の購買情報を、前記販売データ管理システムに送信する手段を備え、
前記販売データ管理サーバは、
販売推奨者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を
推奨された顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨
履歴を格納する推奨履歴格納手段と、
顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する顧客コード及び購買した商品
を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格納手段と、
前記店内端末から前記商品の推奨情報を受け付けると、前記顧客コードと前記商品コード
の組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードの組
合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれ
る推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む推奨履歴を保留中のステータスで前記
推奨履歴格納手段に書き込む推奨履歴書込手段と、
前記レジ端末から受け付けた前記商品の購買情報を、前記購買履歴格納手段に新たな購買
履歴として書き込む購買履歴書込手段と、
前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品
コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コー
ドを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータス
を保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新手段と、
所定の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格納手段に格納された
ステータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを含む推奨履歴と、前
記購買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品コード、若しくは顧
客コードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売推奨者の、前記顧客
コードから識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別される商品の推奨、若
しくは前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識別される商品の推奨
による購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による販売実績に関する情
報を出力する推奨実績出力手段と、
を備えることを特徴とする販売データ管理システム。
【請求項６】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末、販売する商品の代金を受
け付けるレジ担当者が操作するレジ端末、前記店内端末及び前記レジ端末とネットワーク
によって接続された販売データ管理サーバからなる販売データ管理システムであって、
前記店内端末は、
販売推奨者が顧客に推奨した商品に関する推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含
む商品の推奨情報を、前記販売データ管理システムに送信する手段を備え、
前記レジ端末は、
レジ担当者が顧客から代金の支払いを受けた商品に関する顧客コード及び商品コードを含
む商品の購買情報を、前記販売データ管理システムに送信する手段を備え、
前記販売データ管理サーバは、
販売推奨者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を
推奨された顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨
履歴を格納する推奨履歴格納手段と、
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顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する顧客コード及び購買した商品
を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格納手段と、
前記店内端末から前記商品の推奨情報を受け付けると、前記顧客コードと前記商品コード
の組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードの組
合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれ
る推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む推奨履歴を保留中のステータスで前記
推奨履歴格納手段に書き込むとともに、前記商品コードにより識別される商品の購買に利
用できるクーポンを前記店内端末で出力するためのクーポンデータを生成して、前記店内
端末に送信する推奨履歴書込手段と、
前記レジ端末から受け付けた前記商品の購買情報を、前記購買履歴格納手段に新たな購買
履歴として書き込む購買履歴書込手段と、
前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品
コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コー
ドを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータス
を保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新手段と、
を備えることを特徴とする販売データ管理システム。
【請求項７】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末及び販売する商品の代金を
受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、ネットワークによって接続され、販売推奨
者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を推奨され
た顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨履歴を格
納する推奨履歴格納手段と、顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する
顧客コード及び購買した商品を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格
納手段を備えた販売データ管理サーバに備えられる販売データ管理プログラムであって、
前記販売データ管理サーバに、
前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け
付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検
索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前
記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コード
を含む推奨履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納手段に書き込む推奨履歴書込ス
テップと、
前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを含む商品の購買情報を、前記購
買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴書込ステップと、
前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品
コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コー
ドを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータス
を保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新ステップと、
所定の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格納手段に格納された
ステータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを含む推奨履歴と、前
記購買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品コード、若しくは顧
客コードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売推奨者の、前記顧客
コードから識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別される商品の推奨、若
しくは前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識別される商品の推奨
による購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による販売実績に関する情
報を出力する推奨実績出力ステップと、
を実行させることを特徴とする販売データ管理プログラム。
【請求項８】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末及び販売する商品の代金を
受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、ネットワークによって接続され、販売推奨
者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を推奨され
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た顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨履歴を格
納する推奨履歴格納手段と、顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する
顧客コード及び購買した商品を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格
納手段を備えた販売データ管理サーバに備えられる販売データ管理プログラムであって、
前記販売データ管理サーバに、
前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け
付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検
索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前
記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コード
を含む推奨履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納手段に書き込むとともに、前記
商品コードにより識別される商品の購買に利用できるクーポンを前記店内端末で出力する
ためのクーポンデータを生成して、前記店内端末に送信する推奨履歴書込ステップと、
前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを含む商品の購買情報を、前記購
買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴書込ステップと、
前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品
コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コー
ドを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータス
を保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新ステップと、
を実行させることを特徴とする販売データ管理プログラム。
【請求項９】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末及び販売する商品の代金を
受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、ネットワークによって接続され、販売推奨
者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を推奨され
た顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨履歴を格
納する推奨履歴格納手段と、顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する
顧客コード及び購買した商品を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格
納手段を備えた販売データ管理サーバによって実行される販売データの管理方法であって
、
前記販売データ管理サーバが、前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コー
ドを含む商品の推奨情報を受け付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキ
ーに前記購買履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応す
る購買履歴が無い場合には、前記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コー
ド、顧客コード及び商品コードを含む推奨履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納
手段に書き込む推奨履歴書込ステップと、
前記販売データ管理サーバが、前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを
含む商品の購買情報を、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴
書込ステップと、
前記販売データ管理サーバが、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれ
た購買履歴の顧客コードと商品コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、
前記顧客コードと前記商品コードを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合に
は、前記推奨履歴のステータスを保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新ステップ
と、
前記販売データ管理サーバが、所定の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記
推奨履歴格納手段に格納されたステータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨
者コードを含む推奨履歴と、前記購買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード
、又は商品コード、若しくは顧客コードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて
、前記販売推奨者の、前記顧客コードから識別される顧客への推奨、又は前記商品コード
から識別される商品の推奨、若しくは前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コ
ードから識別される商品の推奨による購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の
推奨による販売実績に関する情報を出力する推奨実績出力ステップと、
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を有することを特徴とする販売データの管理方法。
【請求項１０】
　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内端末及び販売する商品の代金を
受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、ネットワークによって接続され、販売推奨
者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を推奨され
た顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨履歴を格
納する推奨履歴格納手段と、顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する
顧客コード及び購買した商品を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格
納手段を備えた販売データ管理サーバによって実行される販売データの管理方法であって
、
前記販売データ管理サーバが、前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コー
ドを含む商品の推奨情報を受け付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキ
ーに前記購買履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応す
る購買履歴が無い場合には、前記店内端末から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コー
ド、顧客コード及び商品コードを含む推奨履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納
手段に書き込むとともに、前記商品コードにより識別される商品の購買に利用できるクー
ポンを前記店内端末で出力するためのクーポンデータを生成して、前記店内端末に送信す
る推奨履歴書込ステップと、
前記販売データ管理サーバが、前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを
含む商品の購買情報を、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴
書込ステップと、
前記販売データ管理サーバが、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれ
た購買履歴の顧客コードと商品コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、
前記顧客コードと前記商品コードを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合に
は、前記推奨履歴のステータスを保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新ステップ
と、
を有することを特徴とする販売データの管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、店内で商品の販売を推奨する販売推奨者により顧客に推奨された商品につい
て、推奨後の販売実績を販売推奨者毎に把握して分析することに好適な、販売データ管理
サーバ、販売データ管理システム、販売データ管理プログラム及び販売データの管理方法
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ドラッグストア等の小売店では、ＰＯＳシステムを導入して商品の販売情報を収集し、
これを分析することが広く行われ、棚卸しや仕入れの効率化などに活用されている。また
、顧客毎の購入傾向を把握して、顧客の嗜好に合った商品を推奨することなどに活用する
ために、ポイントカードなどの会員カードによって顧客を識別し、顧客毎の購入履歴を分
析することも可能になっている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　購入履歴等により顧客の購買傾向や嗜好などを分析し、推奨すべき商品を特定すること
ができたとしても、それを店舗での商品の販売に結びつけるためには、顧客に値引きなど
のインセンティブを与えることが望ましい。そこで、顧客に推奨したい商品について、特
定の商品の購入代金を割り引くクーポン券を発行する装置（例えば、特許文献２参照）が
、店内に設置されている小売店も少なくない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００１－２１６３６９号公報
【特許文献２】特開２００２－１７５４６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、小売業の店舗オペレーションの形態として、レジで商品の販売代金を受け付
けるレジ担当者とは別に、店内の売り場に商品を説明して販売を推奨する販売推奨者が配
置されることがある。商品の提供し得る価値に合致するニーズがある顧客を見つけるとと
もに、その商品価値を顧客に伝え、顧客に理解させることが必要な、いわゆる「推奨販売
品」や「推奨品」と呼ばれる商品を多く扱っている、ドラッグストアなどによく見られる
オペレーション形態である。
【０００６】
　こうした商品は、初回購入に至るまでの説明コストが高くかかる一方で、顧客ニーズに
合致するものを適切に推奨できれば、その後も定期的に反復購入され、小売店にとっては
中長期的な収益に結び付く可能性が高い。そのため、こうした推奨販売品は、小売業にと
って販売に注力すべき商品と考えられているが、その販売を強化するためには、販売推奨
者による推奨販売への貢献を適切に把握し、販売推奨者を公平に評価する仕組みが求めら
れることになる。
【０００７】
　具体的には、販売推奨者によって推奨された商品が、顧客にとって初めての購買に結び
ついたか、さらに、初回購買後に同じ顧客が同じ商品を継続的に購買しているかどうかを
把握して評価に結びつけることができれば、単に１回売れればよいということではなく、
真に顧客のニーズに合致した商品を適切に推奨して小売店の中長期的な収益に貢献するよ
うすることができるように、販売推奨者にインセンティブを与えることが可能になるはず
である。
【０００８】
　これに対して、特許文献１のような顧客毎の購入履歴を分析するシステムを用いると、
特定の商品について顧客の購入実績を把握することは可能になるが、その商品を最初に推
奨したのは誰なのか、一般的なＰＯＳシステムであれば、初回にレジを打ったレジ担当者
を把握することはできても、店内の推奨販売品が陳列してある場所等で商品を推奨した販
売推奨者を特定することはできない。特許文献２のようなクーポンの出力装置は、顧客に
対して特定の商品を購入させるインセンティブとして用いることはできるものの、販売推
奨者の特定に用いることができるものではない。
【０００９】
　本発明は、このような課題に対応するためになされたものであり、店内で商品の販売を
推奨する販売推奨者により顧客に推奨された商品について、推奨後の販売実績を販売推奨
者毎に把握して分析することに好適な、販売データ管理サーバ、販売データ管理システム
、販売データ管理プログラム及び販売データの管理方法を提供することを目的とするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような課題を解決する本発明は、店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操作す
る店内端末及び販売する商品の代金を受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、ネッ
トワークによって接続された販売データ管理サーバであって、販売推奨者による顧客への
商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を推奨された顧客を識別する
顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨履歴を格納する推奨履歴格
納手段と、顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する顧客コード及び購
買した商品を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格納手段と、前記店
内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け付ける
と、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索し、
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前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記店内
端末から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む
推奨履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納手段に書き込む推奨履歴書込手段と、
前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを含む商品の購買情報を、前記購
買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴書込手段と、前記購買履歴格納
手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品コードの組合せを
キーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードを含む保留中の
ステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータスを保留中から有効
な状態に更新する推奨履歴更新手段と、を備えることを特徴とする販売データ管理サーバ
である。
【００１１】
　本発明では、商品を販売する店内に、商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内
端末と販売する商品の代金を受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末を設置する。店内
端末から販売推奨者による顧客への商品の推奨に関する情報を受け付け、顧客の購買履歴
がない商品であれば、この情報を推奨履歴として保留中の状態で保持する。レジ端末から
受け付けた顧客が購買した商品に関する情報は購買履歴として格納されるが、推奨履歴が
保留状態にある商品の購買が確認されると、保留状態の推奨履歴を有効化することによっ
て、販売推奨者による推奨履歴が有効な情報として記録される。以上のように推奨履歴と
購買履歴をそれぞれ蓄積することによって、顧客の商品の購買履歴に対して、その顧客に
その商品を最初に推奨した販売推奨者を特定することができるため、推奨後の販売実績を
販売推奨者毎に把握して分析することが可能になる。
【００１２】
　また、本発明は、所定の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格
納手段に格納されたステータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを
含む推奨履歴と、前記購買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品
コード、若しくは顧客コードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売
推奨者の、前記顧客コードから識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別さ
れる商品の推奨、若しくは前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識
別される商品の推奨による購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による
販売実績に関する情報を出力する推奨実績出力手段を備えることを特徴とすることもでき
る。
【００１３】
　このように構成すると、販売推奨者の推奨者コードに対して、顧客コードや商品コード
、顧客コードと商品コードの組合せなどの条件を指定すれば、販売推奨者の推奨による顧
客毎の販売実績、商品毎の販売実績、顧客が購買した商品毎の販売実績を集計して、分析
することが可能になる。
【００１４】
　さらに、本発明は、前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む
商品の推奨情報を受け付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記
購買履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履
歴が無い場合には、前記商品コードにより識別される商品の購買に利用できるクーポンを
前記店内端末で出力するためのクーポンデータを生成して、前記店内端末に送信するクー
ポン送信手段を備えることを特徴としてもよい。前記レジ端末から、前記クーポンデータ
により発行されたクーポンから読み取った商品コードと、顧客が購買する商品から読み取
った商品コードを受信し、これらの商品コードが一致する場合には、クーポンの利用が可
能であることを示す情報を前記レジ端末に送信するクーポン利用情報送信手段を備えるこ
とを特徴としてもよい。
【００１５】
　このように構成すると、顧客が購買したことのない商品を推奨した販売推奨者に関する
情報を推奨履歴として保持することとあわせて、顧客に対して商品を購買するインセンテ
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ィブとなるクーポンを提供することができるので、本発明を販売実績の分析に用いるだけ
でなく、初回の購買を促すにも好適となる。クーポン利用時のクーポンと購買する商品の
照合は、上記のとおり本発明にかかる販売データ管理サーバで行うことができるが、レジ
端末において行うよう構成してもよい。
【００１６】
　さらに、本発明は、前記推奨履歴更新手段は、顧客コードと商品コードの組合せのうち
初回の購買履歴における購買時を前記推奨履歴に書込むことによって、前記推奨履歴のス
テータスを保留中から有効な状態に更新することを特徴としてもよい。
【００１７】
　本発明において、保留状態にある推奨履歴を有効化する方法は特に限定されるものでは
ないが、このように構成すると、推奨履歴を有効化するだけでなく、推奨販売の実績が生
じた時点を記録することができるので、その後の検索時の絞込み等に有効である。
【００１８】
　本発明は、本発明にかかる販売データ管理サーバと、店内端末、レジ端末によって構成
される販売データ管理システムとして特定することもできる。
【００１９】
　本発明にかかる販売データ管理システムは、店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が
操作する店内端末、販売する商品の代金を受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末、前
記店内端末及び前記レジ端末とネットワークによって接続された販売データ管理サーバか
らなる販売データ管理システムであって、前記店内端末は、販売推奨者が顧客に推奨した
商品に関する推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を、前記販
売データ管理システムに送信する手段を備え、前記レジ端末は、レジ担当者が顧客から代
金の支払いを受けた商品に関する顧客コード及び商品コードを含む商品の購買情報を、前
記販売データ管理システムに送信する手段を備え、前記販売データ管理サーバは、販売推
奨者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者を識別する推奨者コード、商品を推奨さ
れた顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品を識別する商品コードを含む推奨履歴を
格納する推奨履歴格納手段と、顧客による商品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別す
る顧客コード及び購買した商品を識別する商品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴
格納手段と、前記店内端末から前記商品の推奨情報を受け付けると、前記顧客コードと前
記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商
品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記店内端末から受け付けた推奨
情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む推奨履歴を保留中のステ
ータスで前記推奨履歴格納手段に書き込む推奨履歴書込手段と、前記レジ端末から受け付
けた前記商品の購買情報を、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買
履歴書込手段と、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の
顧客コードと商品コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コー
ドと前記商品コードを含む保留中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨
履歴のステータスを保留中から有効な状態に更新する推奨履歴更新手段と、を備えること
を特徴とする販売データ管理システムである。
【００２０】
　また、本発明にかかる販売データ管理システムは、前記販売データ管理サーバは、所定
の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格納手段に格納されたステ
ータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを含む推奨履歴と、前記購
買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品コード、若しくは顧客コ
ードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売推奨者の、前記顧客コー
ドから識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別される商品の推奨、若しく
は前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識別される商品の推奨によ
る購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による販売実績に関する情報を
出力する推奨実績出力手段を備えることを特徴とすることもできる。
【００２１】
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　さらに、本発明にかかる販売データ管理システムは、前記販売データ管理サーバは、前
記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け付
けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索
し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記
商品コードにより識別される商品の購買に利用できるクーポンを前記店内端末で出力する
ためのクーポンデータを生成して、前記店内端末に送信するクーポン送信手段を備えるこ
とを特徴としてもよい。前記販売データ管理サーバは、前記レジ端末から、前記クーポン
データにより発行されたクーポンから読み取った商品コードと、顧客が購買する商品から
読み取った商品コードを受信し、これらの商品コードが一致する場合には、クーポンの利
用が可能であることを示す情報を前記レジ端末に送信するクーポン利用情報送信手段を備
えることを特徴としてもよい。
【００２２】
　さらに、本発明にかかる販売データ管理システムは、前記販売データ管理サーバにおい
て、前記推奨履歴更新手段は、顧客コードと商品コードの組合せのうち初回の購買履歴に
おける購買時を前記推奨履歴に書込むことによって、前記推奨履歴のステータスを保留中
から有効な状態に更新することを特徴としてもよい。
【００２３】
　本発明は、本発明にかかる販売データ管理サーバに備えられる、販売データ管理プログ
ラムとして特定することもできる。
【００２４】
　本発明にかかる販売データ管理プログラムは、店内で商品の販売を推奨する販売推奨者
が操作する店内端末及び販売する商品の代金を受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末
と、ネットワークによって接続され、販売推奨者による顧客への商品の推奨毎に、販売推
奨者を識別する推奨者コード、商品を推奨された顧客を識別する顧客コード及び推奨した
商品を識別する商品コードを含む推奨履歴を格納する推奨履歴格納手段と、顧客による商
品の購買毎に、商品を購買した顧客を識別する顧客コード及び購買した商品を識別する商
品コードを含む購買履歴を格納する購買履歴格納手段を備えた販売データ管理サーバに備
えられる販売データ管理プログラムであって、前記販売データ管理サーバに、前記店内端
末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け付けると、
前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索し、前記
顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記店内端末
から受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む推奨
履歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納手段に書き込む推奨履歴書込ステップと、
前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを含む商品の購買情報を、前記購
買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴書込ステップと、前記購買履歴
格納手段に新たな購買履歴として書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品コードの組合
せをキーに前記推奨履歴格納手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードを含む保留
中のステータスの推奨履歴が存在する場合には、前記推奨履歴のステータスを保留中から
有効な状態に更新する推奨履歴更新ステップと、を実行させることを特徴とする販売デー
タ管理プログラムである。
【００２５】
　また、本発明にかかる販売データ管理プログラムは、前記販売データ管理サーバに、所
定の操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格納手段に格納されたス
テータスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを含む推奨履歴と、前記
購買履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品コード、若しくは顧客
コードと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売推奨者の、前記顧客コ
ードから識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別される商品の推奨、若し
くは前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識別される商品の推奨に
よる購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による販売実績に関する情報
を出力する推奨実績出力ステップを実行させることを特徴とすることもできる。
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【００２６】
　さらに、本発明にかかる販売データ管理プログラムは、前記販売データ管理サーバに、
前記店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け
付けると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検
索し、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前
記商品コードにより識別される商品の購買に利用できるクーポンを前記店内端末で出力す
るためのクーポンデータを生成して、前記店内端末に送信するクーポン送信ステップを実
行させることを特徴としてもよい。前記販売データ管理サーバに、前記レジ端末から、前
記クーポンデータにより発行されたクーポンから読み取った商品コードと、顧客が購買す
る商品から読み取った商品コードを受信し、これらの商品コードが一致する場合には、ク
ーポンの利用が可能であることを示す情報を前記レジ端末に送信するクーポン利用情報送
信ステップを実行させることを特徴としてもよい。
【００２７】
　さらに、本発明にかかる販売データ管理プログラムは、前記推奨履歴更新ステップにお
いて、前記販売データ管理サーバに、顧客コードと商品コードの組合せのうち初回の購買
履歴における購買時を前記推奨履歴に書込ませることによって、前記推奨履歴のステータ
スを保留中から有効な状態に更新することを特徴としてもよい。
【００２８】
　本発明は、本発明にかかる販売データ管理サーバによって実行される、販売データの管
理方法として特定することもできる。
【００２９】
　本発明にかかる販売データの管理方法は、店内で商品の販売を推奨する販売推奨者が操
作する店内端末及び販売する商品の代金を受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末と、
ネットワークによって接続され、販売推奨者による顧客への商品の推奨毎に、販売推奨者
を識別する推奨者コード、商品を推奨された顧客を識別する顧客コード及び推奨した商品
を識別する商品コードを含む推奨履歴を格納する推奨履歴格納手段と、顧客による商品の
購買毎に、商品を購買した顧客を識別する顧客コード及び購買した商品を識別する商品コ
ードを含む購買履歴を格納する購買履歴格納手段を備えた販売データ管理サーバによって
実行される販売データの管理方法であって、前記販売データ管理サーバが、前記店内端末
から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け付けると、前
記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索し、前記顧
客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記店内端末か
ら受け付けた推奨情報に含まれる推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む推奨履
歴を保留中のステータスで前記推奨履歴格納手段に書き込む推奨履歴書込ステップと、前
記販売データ管理サーバが、前記レジ端末から受け付けた顧客コード及び商品コードを含
む商品の購買情報を、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴として書き込む購買履歴書
込ステップと、前記販売データ管理サーバが、前記購買履歴格納手段に新たな購買履歴と
して書き込まれた購買履歴の顧客コードと商品コードの組合せをキーに前記推奨履歴格納
手段を検索し、前記顧客コードと前記商品コードを含む保留中のステータスの推奨履歴が
存在する場合には、前記推奨履歴のステータスを保留中から有効な状態に更新する推奨履
歴更新ステップと、を有することを特徴とする販売データの管理方法である。
【００３０】
　また、本発明にかかる販売データの管理方法は、前記販売データ管理サーバが、所定の
操作により指定を受けた販売推奨者について、前記推奨履歴格納手段に格納されたステー
タスが有効な状態で前記販売推奨者を識別する推奨者コードを含む推奨履歴と、前記購買
履歴格納手段に格納された購買履歴を、顧客コード、又は商品コード、若しくは顧客コー
ドと商品コードの組合せをキーにマッチングさせて、前記販売推奨者の、前記顧客コード
から識別される顧客への推奨、又は前記商品コードから識別される商品の推奨、若しくは
前記顧客コードから識別される顧客への前記商品コードから識別される商品の推奨による
購買履歴を検出し、前記販売推奨者の商品の販売の推奨による販売実績に関する情報を出
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力する推奨実績出力ステップを有することを特徴とすることもできる。
【００３１】
　さらに、本発明にかかる販売データの管理方法は、前記販売データ管理サーバが、前記
店内端末から推奨者コード、顧客コード及び商品コードを含む商品の推奨情報を受け付け
ると、前記顧客コードと前記商品コードの組合せをキーに前記購買履歴格納手段を検索し
、前記顧客コードと前記商品コードの組合せに対応する購買履歴が無い場合には、前記商
品コードにより識別される商品の購買に利用できるクーポンを前記店内端末で出力するた
めのクーポンデータを生成して、前記店内端末に送信するクーポン送信ステップを有する
ことを特徴としてもよい。前記販売データ管理サーバが、前記レジ端末から、前記クーポ
ンデータにより発行されたクーポンから読み取った商品コードと、顧客が購買する商品か
ら読み取った商品コードを受信し、これらの商品コードが一致する場合には、クーポンの
利用が可能であることを示す情報を前記レジ端末に送信するクーポン利用情報送信ステッ
プを有することを特徴としてもよい。
【００３２】
　さらに、本発明にかかる販売データの管理方法は、前記推奨履歴更新ステップにおいて
、前記販売データ管理サーバは、顧客コードと商品コードの組合せのうち初回の購買履歴
における購買時を前記推奨履歴に書込むことによって、前記推奨履歴のステータスを保留
中から有効な状態に更新することを特徴としてもよい。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によって、ドラッグストア等の店内で、推奨販売品等の商品の販売を推奨する販
売推奨者により顧客に推奨された商品について、推奨後の販売実績を販売推奨者毎に把握
して分析することが可能になるが、これによって、販売推奨者による推奨販売品の販売実
績への貢献を公平に把握できるようになるので、推奨販売品の販売が促進され、小売店の
業績に寄与することが期待される。また、推奨販売品の販売促進は小売業の重要な課題の
一つとされているので、小売業の活性化に資することも期待できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の実施形態の一例を示す図である。
【図２】本発明にかかる販売データ管理システムの構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の商品の推奨時におけるデータの流れを示す第１の図である。
【図４】本発明の商品の推奨時におけるデータの流れを示す第２の図である。
【図５】本発明の商品の推奨時におけるデータの流れを示す第３の図である。
【図６】本発明の商品の販売時におけるデータの流れを示す図である。
【図７】本発明の推奨販売実績の確認時におけるデータの流れを示す第１の図である。
【図８】本発明の推奨販売実績の確認時におけるデータの流れを示す第２の図である。
【図９】本発明にかかる販売データ管理サーバの商品の推奨時における処理フローを示す
フローチャートである。
【図１０】本発明にかかる販売データ管理サーバの推奨販売実績の確認時における処理フ
ローを示すフローチャートである。
【図１１】本発明において推奨履歴と購買履歴から販売推奨者によって推奨された商品の
販売実績を分析する方法の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　本発明を実施するための形態について、図面を用いて以下に詳細に説明する。尚、以下
に示す構成やデータの流れ、データの内容等は本発明の実施形態の一例であって、本発明
はかかる実施形態に限定されるものではない。
【００３６】
　図１は、本発明の実施形態の一例の概要を示したものである。本発明では、推奨販売品
を含めた商品を販売するドラッグストア等の店内に、商品の販売を推奨する販売推奨者が
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操作する店内端末と、販売する商品の代金を受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末が
設置され、それぞれが本発明にかかる販売データ管理サーバに、ネットワークによって接
続されている。
【００３７】
　店内には、販売する商品の一部として推奨販売品が陳列され、レジ端末において商品の
代金を受け付けるレジ担当者とは別に、推奨販売品を顧客に説明するための販売推奨者が
、推奨販売品を陳列したコーナー等に配置されている。販売推奨者は陳列された推奨販売
品を顧客に説明し、顧客が興味を持って購買の意向を示した場合には、顧客と共に店内端
末のある場所に移動して（推奨販売品の陳列された場所に店内端末があってもよい）、店
内端末を操作する。
【００３８】
　店内端末では、商品に貼付されたバーコード等からＪＡＮコード等の商品を識別する商
品コードを、ポイントカード等の会員カードから顧客を識別する顧客コードを、社員証等
の社員カードから販売推奨者を識別する推奨者コードをそれぞれ読み取って、販売データ
管理サーバに送信する。販売データ管理サーバでは、購買履歴が格納されたデータベース
を参照して、推奨した商品を顧客が過去に購買していないかを確認し、初めての購買に当
たる場合は、これらのデータを推奨履歴としてデータベースに保留状態で仮登録をすると
ともに、店内端末に商品の購買に用いることができる値引き等のインセンティブがついた
クーポンを出力させる。
【００３９】
　販売推奨者は出力されたクーポンを顧客に提供し、顧客は商品とクーポンを持ってレジ
に移動する。販売推奨者と異なるレジ担当者は、レジ端末を操作して、商品からＪＡＮコ
ード等の商品を識別する商品コードを、クーポンからインセンティブが付与された商品を
識別する商品コードを、ポイントカード等の会員カードから顧客を識別する顧客コードを
、社員証等からレジ担当者を識別する担当者コードを、それぞれ読み取らせる。レジ端末
では、商品から読み取った商品コードとクーポンから読み取った商品コードを照合し、一
致する場合は商品の代金がクーポンによる値引分を考慮して演算される。
【００４０】
　レジ端末で読み取られた商品コード、顧客コード、担当者コードは、商品が販売された
時間（購買時間）や商品の販売代金（購買金額）等の情報と併せて、ＰＯＳデータとして
販売データ管理サーバに送信される。送信されたＰＯＳデータは、購買履歴としてデータ
ベースに格納されるが、推奨履歴が保留状態で仮登録されている商品の購買が確認される
と、保留状態にあった推奨履歴を有効化することによって、販売推奨者による推奨履歴が
有効な情報として記録されることになる。
【００４１】
　本発明では、以上のように推奨履歴と購買履歴をそれぞれデータベースに格納すること
によって、商品の購買履歴に対して推奨履歴を参照すれば、顧客にその商品を最初に推奨
した販売推奨者を特定できるので、推奨販売品の推奨後の販売実績を、その商品を推奨し
た販売推奨者毎に把握して分析することが可能となっている。
【００４２】
　図２は、本発明にかかる販売データ管理サーバと、店内端末、レジ端末によって構成さ
れる販売データ管理システムの構成の一例を示している。
【００４３】
　図２において、販売データ管理サーバ１０は、店内端末２０、レジ端末３０とネットワ
ークによって接続されている。これらを接続するネットワークの種別は、データ通信の可
能なネットワークであれば特に限定されるものではなく、インターネットでもよいし、専
用回線であってもよい。
【００４４】
　販売データ管理サーバ１０は、ネットワークに接続された端末とデータ通信が可能なサ
ーバコンピュータであって、その物理的な構成は特に限定されるものではないが、ＣＰＵ
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、メインメモリ、ＨＤＤ等の補助記憶装置を備えた一般的なコンピュータを用いることが
できる。販売データ管理サーバ１０における所定の機能は、補助記憶装置に格納されたア
プリケーションプログラムがメインメモリに呼び出され、ＣＰＵで演算処理を行うことに
よって実現される。
【００４５】
　販売データ管理サーバ１０に備えられるクーポン発行部１３、推奨履歴書込部１４、購
買履歴書込部１５、推奨履歴確認部１６、推奨実績分析部１７は、いずれも機能的に特定
されるものであって、各部の機能に対応するアプリケーションプログラムが、ＨＤＤ等の
補助記憶装置からメインメモリに呼び出され、ＣＰＵで演算処理を行うことによって、所
定の機能が実現される。
【００４６】
　販売データ管理サーバ１０に備えられる購買履歴データベース１１、推奨履歴データベ
ース１２には、それぞれＨＤＤ等の補助記憶装置の所定の記憶領域が割り当てられるが、
これらは必ず一のコンピュータに備えられることを要件とするものではなく、その一部又
は全部が、前述のアプリケーションプログラムを実行するサーバコンピュータとは異なる
、データベースサーバ等の他のコンピュータに備えられるものであってもよい。
【００４７】
　店内端末２０には、タッチパネルを備えたキオスク端末等を用いればよいが、販売デー
タ管理サーバ１０とのデータ通信が可能な端末装置であれば、その構成は特に限定される
ものではない。店内端末２０には、販売データ管理サーバ１０とのデータ通信を制御する
通信制御部２１の他に、紙媒体等のクーポンを出力する処理を実行するクーポン出力部２
２が備えられている。
【００４８】
　レジ端末３０には、一般に用いられるＰＯＳレジ端末を用いればよく、商品の販売情報
であるＰＯＳデータを送信するＰＯＳデータ送信部３１が備えられる他、販売する商品と
クーポンを照合してクーポン利用の可否を判断するクーポン照合部３２を備えることとし
てもよい。
【００４９】
　以上の構成を前提にして、本発明にかかる販売データ管理システムによる商品の推奨時
における処理の流れを、図３～図５と、図９のフローチャートを用いて説明する。
【００５０】
　推奨販売品が陳列された店内で、販売推奨者がいずれかの推奨販売品を顧客に説明し、
顧客がその商品に興味を示すと、販売推奨者はその商品の初回購買時に値引き等に用いる
ことができるクーポンを取得するために、店内端末２０を操作する。店内端末２０には、
バーコードや二次元コード、ＩＣチップ等から所定の情報を読み取るリーダーが備えられ
ていて、販売推奨者は、商品に貼付されたバーコード等からＪＡＮコード等の商品を識別
する商品コードを、ポイントカード等の会員カードから顧客を識別する顧客コードを、社
員証等の社員カードから販売推奨者を識別する推奨者コードを、それぞれ店内端末２０に
読み取らせる。尚、これらのコードはカード等からリーダーを使って読み取るのではなく
、その全部又は一部を、キーボード等を用いて入力するものであってもよい。
【００５１】
　店内端末２０で所定の情報が読み取られると、通信制御部２１が起動され、図３に示し
たように、これらのデータがネットワーク経由で販売データ管理サーバ１０に送信される
。これらのデータを受信した販売データ管理サーバ１０では、図９のフローチャートに示
した処理が実行される。
【００５２】
　まず、商品コード、顧客コード、推奨者コードが含まれた商品の推奨に関するデータを
店内端末２０から受信すると（Ｓ０１）、クーポン発行部１３が起動され、図３に示した
ように、受信した商品コードと顧客コードの組合せをキーに購買履歴データベース１１を
検索する（Ｓ０２）。購買履歴データベース１１には、過去に顧客が購買した商品の履歴
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が格納されているので、これを検索することによって、顧客が推奨された商品を過去に購
買したことがあるか否かを確認することが可能である。
【００５３】
　顧客が推奨された商品について過去に購買履歴がある場合、すなわち、受信した商品コ
ードと顧客コードの組合せに対応する購買履歴が検索によりヒットした場合には（Ｓ０３
）、顧客が推奨された商品は初めて購買する商品には当たらないので、クーポン発行の対
象外であることが店内端末２０に返信される（Ｓ０６）。過去に購買された実績のある商
品であれば、顧客がその後に商品を購買したとしても、顧客に商品を推奨して初めて購買
に結びつけた実績にカウントすることはできないので、推奨履歴データベース１２に新た
な推奨履歴として登録されることもない。
【００５４】
　一方、顧客が推奨された商品について過去に購買履歴がない場合、すなわち、受信した
商品コードと顧客コードの組合せに対応する購買履歴が検索によりヒットしない場合には
（Ｓ０３）、図４に示したように、受信した商品コード、顧客コード、推奨者コードを含
み、これらを関連付けたデータが、推奨履歴書込部１３によって、新たな推奨履歴として
保留中のステータスで推奨履歴データベース１２に書込まれ、仮登録される（Ｓ０４）。
【００５５】
　ここで、新たな推奨履歴を保留中のステータスで保持する方法は特に限定されるもので
はないが、推奨販売品の推奨はその商品が購買された段階で初めて推奨実績としてカウン
トすべきものなので、例えば、その商品の初回購買日等の書き込みによって推奨履歴が有
効になるよう設定するならば、初回購買日等のフィールドをブランクにすることによって
、推奨履歴を保留中のステータスとして扱うことができる。
【００５６】
　さらに、顧客が推奨された商品が初めて購買する商品に当たることが確認されたので、
商品の購買に用いることができる値引き等のインセンティブがついたクーポン（初回特別
クーポン）を発行して、図５に示したように、店内端末２０に返信する（Ｓ０５）。
【００５７】
　尚、ここでクーポンを発行する方法は特に限定されるものではないが、クーポンによっ
て対象になる商品の商品コードが特定できることが必要であり、例えば、値引きの対象と
なる商品の商品コードや値引額などの値引条件、クーポンの使用期限等の情報を埋め込ん
だ二次元コードを出力するためのデータを生成し、これを店内端末２０に送信することと
すればよい。
【００５８】
　また、発行される初回特別クーポンに付与されるインセンティブは、購買する商品の値
引きに限られるものではなく、例えば、他の商品の無料でのプレゼント、ポイントカード
へのボーナスポイトの付与など、対象となる商品を購買するインセンティブとなるもので
あれば、値引き以外のインセンティブを採用してもよい。
【００５９】
　続いて、本発明にかかる販売データ管理システムによる商品の販売時における処理の流
れを、図６を用いて説明する。
【００６０】
　レジ端末３０には、バーコードや二次元コード、ＩＣチップ等から所定の情報を読み取
るリーダーが備えられていて、レジ担当者は、商品に貼付されたバーコード等からＪＡＮ
コード等の商品を識別する商品コードを、初回特別クーポンに表示された二次元コード等
から値引き等の対象となる商品を識別する商品コードを、ポイントカード等の会員カード
から顧客を識別する顧客コードを、社員証等の社員カードからレジ担当者を識別する担当
者コードを、それぞれレジ端末３０に読み取らせる。尚、これらのコードはカード等から
リーダーを使って読み取るのではなく、その全部又は一部を、キーボード等を用いて入力
するものであってもよい。
【００６１】
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　レジ端末３０では、クーポン照合部３２が起動され、図６に示したように、商品から読
み取った商品コードと初回特別クーポンから読み取った商品コードを照合する。これらの
商品コードが一致する場合、レジ端末３０は、販売する商品の代金を初回特別クーポンに
よる値引分を考慮して演算する。
【００６２】
　ここでレジ端末３０において値引額を演算する方法は特に限定されるものではなく、初
回特別クーポンに表示された二次元コード等に値引額や値引率などの値引条件に関する情
報を埋め込んでおき、これを読み取ることとしてもよいし、あらかじめクーポン照合部３
２に値引条件を設定しておくこととしてもよい。初回特別クーポンには使用期限を設定し
てもよく、二次元コード等から読み取られた使用期限を経過している場合は値引きが適用
されず、通常の価格で販売されることになる。
【００６３】
　初回特別クーポンを反映した代金が決定され、レジ担当者が顧客から代金を受け取ると
、ＰＯＳデータ送信部３１が起動され、図６に示したように、商品から読み取った商品コ
ード、ポイントカード等の会員カードから読み取った顧客コード、社員証等の社員カード
から読み取ったレジ担当者を識別する担当者コード、その他に代金を受け付けた日時（購
買日時）や受け付けた金額等を含むＰＯＳデータ（購買情報）が、レジ端末３０から販売
データ管理サーバ１０にネットワーク経由で送信される。
【００６４】
　尚、ＰＯＳデータ（購買情報）には、上記のとおりレジ担当者を識別する担当者コード
が含まれるのが一般的であるが、本発明では、販売データ管理サーバ１０でレジ担当者を
識別することは必ずしも必要ではないので、ここで販売データ管理サーバ１０に送信する
データに担当者コードを含むことは必須の要件ではない。
【００６５】
　また、値引きの可否を判断するための商品コードの照合はレジ端末３０で行うこととし
て説明したが、商品コードの照合は販売データ管理サーバ１０側で実行することとしても
よく、その場合は販売データ管理サーバ１０に送信されるＰＯＳデータ（購買情報）には
、商品から読み取った商品コードと初回特別クーポンから読み取った商品コードの両方が
含まれ、クーポン照合部３２に対応する機能は、販売データ管理サーバ１０に備えられる
ことになる。
【００６６】
　ところで、商品から読み取った商品コードと初回特別クーポンから読み取った商品コー
ドが一致しなかった場合や、顧客が初回特別クーポンを紛失等によって提示できない場合
であっても、値引きが行えなくなるだけで、商品の販売自体は可能である。商品が販売さ
れた場合は上記と同様に、顧客がレジ端末３０で商品を購買すると、ＰＯＳデータ送信部
３１が起動され、商品から読み取った商品コード、ポイントカード等の会員カードから読
み取った顧客コード、社員証等の社員カードから読み取ったレジ担当者を識別する担当者
コード、その他に代金を受け付けた日時（購買日時）や受け付けた金額等を含むＰＯＳデ
ータ（購買情報）が、レジ端末３０から販売データ管理サーバ１０にネットワーク経由で
送信される。
【００６７】
　レジ端末３０からネットワーク経由でＰＯＳデータ（購買情報）を受信した販売データ
管理サーバ１０では、購買履歴書込部１５が起動されて、受信したＰＯＳデータ（購買情
報）から生成された購買履歴が購買履歴データベース１１に書き込まれる。ここで購買履
歴データベース１１に格納される購買履歴は一般的なＰＯＳシステムで用いられるものと
異なるものではなく、そのデータ形式は特に限定されるものではないが、レジ端末３０か
ら受信した商品コードと顧客コードを含むものであることが必要である。
【００６８】
　続いて、本発明にかかる販売データ管理サーバによる推奨販売実績の確認時における処
理の流れを、図７～図８と、図１０のフローチャートを用いて説明する。
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【００６９】
　販売データ管理サーバ１０では、推奨販売品の推奨時から推奨履歴データベース１２に
保留状態で仮登録されている推奨履歴について、推奨した商品が実際に顧客に購買された
かどうか、推奨販売の実績を確認するために、推奨履歴確認部１６が所定のタイミングで
起動される。
【００７０】
　ここで推奨履歴確認部１６が起動されるタイミングは特に限定されるものではなく、一
日に一度、一週間に一度のように定期的に起動されることとしてもよいし、レジ端末３０
からＰＯＳデータ（購買情報）を受信して購買履歴を書き込む毎に起動、あるいは、販売
データの管理者が入出力装置１８を操作して、手動で起動することとしてもよい。
【００７１】
　推奨履歴確認部１６によって実行される処理フローは、図１０のフローチャートに示し
たとおりである。購買履歴データベース１１から直近の購買履歴、すなわち、前回推奨履
歴確認部１６が起動されて以降、購買履歴データベース１１に書き込まれた購買履歴を読
み出して（Ｓ１１）、図７に示したように、各々の購買履歴に含まれる商品コードと顧客
コードの組合せをキーに、推奨履歴データベース１２を検索する（Ｓ１２）。
【００７２】
　推奨履歴データベース１２に商品コードと顧客コードの組合せが一致する推奨履歴が存
在する場合には、その推奨履歴が保留中のステータスにあるかどうかを確認し（Ｓ１３）
、保留中のステータスにある場合は、そのステータスを有効な状態に更新する（Ｓ１４）
。
【００７３】
　ここで保留中のステータスを有効化する方法は特に限定されるものではないが、先に例
示したように、初回購買日等のフィールドをブランクにすることによって、推奨履歴を保
留中のステータスとして扱っているケースであれば、図８に示したように、購買履歴に記
録されている購買日時から特定される購買日をこのフィールドに初回購買日として書き込
むことによって、推奨履歴を有効化することができる。
【００７４】
　上記の例では、「初回購買日」を書き込みこととしたが、ここに記録される初回の購買
時点を特定する単位は「日」に限られるものではなく、週単位や時間単位で初回の購買時
点を特定することとしてもよい。また、有効であることを示すフラグを立てるなど、他の
方法によって推奨履歴を有効化こととしてもよい。
【００７５】
　検索した購買履歴の商品コードと顧客コードの組合せに一致する推奨履歴が推奨履歴デ
ータベース１２に存在しない場合、又は、存在しても保留中ではなく有効なステータスに
ある場合には、直近の購買履歴として他の購買履歴が存在すれば同様の処理を繰り返し（
Ｓ１５）、存在しなければ推奨販売実績の確認処理を終了する。推奨履歴確認部１６がＰ
ＯＳデータ（購買情報）を受信して購買履歴を書き込む毎に起動される場合には、他の購
買履歴は存在しないので、ここで処理は終了することになる。
【００７６】
　以上に説明したように、購買履歴データベース１１に購買履歴が格納されるとともに、
推奨履歴データベース１２には販売推奨者による推奨販売品の推奨履歴が記録されること
になるので、商品の購買履歴に対して推奨履歴を参照すれば、顧客にその商品を最初に推
奨した販売推奨者を特定することが可能になる。すなわち、販売データの管理者が入出力
装置１８を操作して推奨実績分析部１７を起動すれば、購買履歴データベース１１と推奨
履歴データベース１２を検索して、販売推奨者による推奨販売の実績を分析することがで
きる。
【００７７】
　図１１はその一例を示したものであるが、推奨履歴データベース１２に有効なステータ
スで格納されている推奨履歴に対して、その後にその推奨販売品が継続的な購買に結びつ
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いたかを把握したい場合には、推奨履歴に記録された顧客コードと商品コードの組合せを
キーに購買履歴データベース１１を検索すると、対応する購買履歴から、推奨販売がその
後にどの程度継続的な購買に結びついたかを把握することが可能になる。
【００７８】
　その逆に、顧客が継続的に購買している推奨販売品について、その商品を推奨した販売
推奨者を特定したい場合には、ある顧客が継続的に購買している推奨販売品の購買履歴に
対して、その顧客の顧客コードと推奨販売品の商品コードの組合せをキーに推奨履歴デー
タベース１２を検索すると、該当した推奨履歴に記録されている推奨者コードから、最初
にその顧客にその推奨販売品を推奨した販売推奨者を特定することが可能である。
【００７９】
　このようにして、本発明によると、販売推奨者毎の推奨販売の実績を適切に把握するこ
とが可能になるが、検索のキーとして用いるのは顧客の顧客コードと推奨販売品の商品コ
ードの組合せに限定されるものではなく、その一方のみを用いることによって、商品を限
定せずに顧客の顧客コードから特定の顧客に対する販売実績を集計したり、顧客を限定せ
ずに推奨販売品の商品コードから特定の商品の販売実績を集計したりすることも可能であ
る。
【符号の説明】
【００８０】
１０　販売データ管理サーバ
１１　購買履歴データベース
１２　推奨履歴データベース
１３　クーポン発行部
１４　推奨履歴書込部
１５　購買履歴書込部
１６　推奨履歴確認部
１７　推奨実績分析部
１８　入出力装置
２０　店内端末
２１　通信制御部
２２　クーポン出力部
３０　レジ端末
３１　ＰＯＳデータ送信部
３２　クーポン照合部
【要約】
【課題】　店内で商品の販売を推奨する販売推奨者により顧客に推奨された商品について
、推奨後の販売実績を販売推奨者毎に把握して分析することに好適な販売データ管理サー
バを提供する。
【解決手段】　商品を販売する店内に、商品の販売を推奨する販売推奨者が操作する店内
端末と販売する商品の代金を受け付けるレジ担当者が操作するレジ端末を設置する。店内
端末から販売推奨者による顧客への商品の推奨に関する情報を受け付け、顧客の購買履歴
がない商品であれば、この情報を推奨履歴として保留中の状態で保持する。レジ端末から
受け付けた顧客が購買した商品に関する情報は購買履歴として格納されるが、推奨履歴が
保留状態にある商品の購買が確認されると、保留状態の推奨履歴を有効化することによっ
て、販売推奨者による推奨履歴が有効な情報として記録され、推奨後の販売実績を販売推
奨者毎に把握して分析することが可能になる。
【選択図】　　　　図１
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